
角層膜厚・水分計 ASA-M３/R
取扱説明書

高次元の生体計測技術を

お問い合わせ先
開発・製造・販売

本社：東京都八王子市大和田町2-7-7
ＴＥＬ042-648-5350／ＦＡＸ042-648-5332



目 次

Chapter １. 各部の名称

Chapter ２. 測定項目

Chapter ３. 測定方法

Chapter ４. ディップスイッチの設定

Chapter ５. 測定上の注意点

Chapter ６. コンピュータへの取り込み方法及びセットアップ（オプション）

Chapter ７. 技術仕様

Chapter ８. 使用上の注意事項



Chapter2 測定項目

Chapter1 各部の名称

RS232C出力ポート

ディップスイッチ

電源スイッチ

DC入力

キャリブレーションスイッチ

強制スタートスイッチ

接触圧アジャスタネジ

プローブ印加電極外筒

本機器ASA-M３は２種類の交流電流より、水分量に応じた４つのパラメーターを同時に測定する
ことができます。

1.） P ： イオンインデックス（バリア指数TEWL）・・・・・・単位〔％〕

皮膚表面の電解質成分の度合いを示します。値はTEWLと相関関係に有ります。

2.） W ： 角質層水分量・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・単位〔μＳ〕

皮膚表面から、高水分域までの水分量を示します。

20 〔μＳ〕近辺が潤いのある肌の目安となります。

3.） Ｌ ： 低周波アドミッタンス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・単位〔μＳ〕
この値が０．０２＜Ｌ＜８．０以内の場合は測定値は信頼性がありますが、
範囲外に有る場合は信頼性が減少します。
また、Ｌに続く文字は低周波の印加電圧ＧＡＩＮを表しています。
Ｗ：Ｘ２ Ｎ：Ｘ1 Ｈ：Ｘ１/２ Ｑ：Ｘ１/４ Ｅ：Ｘ１/８ になります。

4.） Ｈ ： 高周波アドミッタンス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・単位〔μＳ〕

この値が０．０２＜Ｈ＜１５．０以内の場合は測定値は信頼性がありますが、
範囲外に有る場合は信頼性が減少します。

＊詳しい理論は、文献をご参考ください。



Chapter3 測定方法

3-1 注意点・・・電球その他の強い光がプロ－ブに当たっている場合は、プロ－ブ内部の光電ＳＷが勝
手に作動して測定開始することが有ります。この場合は、照明を遮光あるいは消灯してご使用願います。

3-2 測定手順
3-2-1 本体電源投入後、自動的にキャリブレ－ションを行いますので、印加電極および検出電極を物体
に接触していない状態で保持してください。（決して皮膚に当てないでください。）
ピピッと鳴るとキャリブレ－ションは終了して測定が可能な状態となります。

3-2-2 プローブ先端を被測定部に押し当てて行き、プロ－ブ本体内部に押し込まれると、ピッと鳴り自動
的に測定が開始し、終了するとピピッと鳴り、測定が終了して結果が表示されます。
プロ－ブは必ず終了するまで皮膚に押し当ててください。

3-3 接触圧の変更

接触圧アジャスタネジを緩めて、印加電極外筒スライドさせ、接触圧アジャスタネジでロック
する位置で調整が可能です。
尚、締め付ける強さは指で軽めに締め付ける位でロックされます。工具は使用不可です。

・ヒトを測定する場合
印加電極外筒を奥まで押し込んだ位置でロックすると接触圧は100ｇ～120ｇになります。

・小動物を測定する場合
印加電極外筒をストップが掛かるまで押し出した位置でロックすると接触圧は25ｇ～40ｇに
なります。

MAX 120ｇMIN 25ｇ

印加電極

検出電極

接触圧アジャスタネジ印加電極外筒
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Chapter4 ディップスイッチの設定

Chapter5 測定上の注意点

【強制スタートについて 】
非常に柔らかい部位等で測定が開始されない場合は、本体の強制スイッチを押すことで測定する
ことも出来ます。

【 キャリブレーションについて 】
通常は電源投入後、５分以上経過後にキャリブレーションを実施します。。

異常な場合は、アルコ－ルで湿らせたティッシュペ－パ－でプローブ先端を拭き、乾燥後に乾
拭きした後に、検出電極及び印加電極を接触させない状態に保持し、本体キャリブレーションス
イッチを押すことにより、強制的にキャリブレーションを実施して下さい。

（１）角質層水分量W注意点
被測定部位は、たるんだ状態ではなく、必ずある程度張った状態で測定してください。
また、プローブは、なるべく測定部位に対して垂直に当ててください。

（２）イオンインデックスP の注意点
発汗、電解質成分の入った薬品塗布した際は、この電解質成分を反映し、正確なバリア機能を
評価できなくなります。 バリア機能を評価する際は、この点にご注意下さい。

（３）照明による誤動作
電球その他の強い光がプロ－ブに当たっている場合は、プロ－ブ内部の光電ＳＷが勝手に作動して
測定開始することが有ります。この場合は、照明を遮光あるいは消灯してご使用願います。

（４）その他
かなりウェットな部位を測定した際は、プローブを乾いた布で拭いてください。



1.附属のCDをドライヴに挿入し、SetUp.exeを立ち上げます。

2.案内に従ってインスト－ルして下さい。

3.ケ－ブルを接続しているコンピュ－タのCOM番号を調べてください。
通常は、下記の手順で確認できます。
・Windowsのコントロ－ルパネル
↓

・システム
↓

・ハ－ドウェア
↓

・デバイスマネ－ジャ－
↓

・ポ－ト（COMとLPT）を左ダブルクリックすると確認できます。

尚、RS232C/USB変換アダプタを使用する場合は、必要に応じて変換アダプタに添付されているドライ
バ-をインスト－ルして下さい。（COM番号の確認は同様です）

つづいて、ポ－ト（COMとLPT）に.接続しているCOMポ－トを右クリックしてプロパティを開き、
設定を確認してください。

シリアルポ－ト設定：ボ－レ－ト・・・・9600bps
デ－タビット・・・・8
パリティ・・・・・・・なし
ストップビット・・・1
フロ－制御・・・・なし

異なる場合は、上記の設定に変更して下さい。

5.転送ケ－ブルの接続方法は、本体側にはミニジャックを、コンピュ－タ側にはDsub9ピンコネクタをCOM

ポ－トへ接続して下さい。（ RS232C/USB変換アダプタの場合はUSBポ－トへ接続して下さい。）

6.Moisutureのアイコンをクリックしてプログラムを立ち上げてください。

尚、正しく接続および設定されていれば、本体の測定後に結果が表示されます。
もしも、表示されない場合は、プログラムを終了して、一度、コンピュタを再起動させて下さい。

（注意）

RS232C/USB変換アダプタを仕様している場合は、初期と異なったUSBポ－トへ接続するとCOM番号
が変わることが有りますので、その際は必ずCOM番号を確認の上、 ASA-M/DAQソフトで設定されてい
るCOM番号を変更して下さい。

Chapter6 コンピュータへの取り込み （オプション）



Chapter6 コンピュータへの取り込み

保存されているファ
イルを読出し表示し
ます

デ－タをCSV形式
で保存します

エクセルが自動的
に起動し、デ－タが
エクセルに貼り付き
ます。

デ－タがクリップ
ボ－ドにコピ－され
ます。（ CSV形式）

全行削除します。

左クリックでコメント
を入力できます、

右クリックで、その行
のみ削除できます。

Comポ－トの設定を変更できます。

（注）Ｃｏｍポ－トが1～4以外の場

合はデバイスマネ－ジャ－でポ－ト
番号を1～4に変更して下さい。

測定終了毎に自動的に改行して、デ－タおよび測定日時を
表示します。

ご注意

デ－タは1,000位まで

入りますが、安全のた
め、こまめに保存する
ことを推奨いたします。

読み出したファイル
ネ－ムを表示します。

角層膜厚・水分計デ－タ収録ソフトウェア－ASA-M/DAQ（オプション）

（オプション）



Chapter7 技術仕様

測定周波数１ ： 低周波交流 ３２０Hz
（印加電圧自動切換え）

測定周波数２ ： 高周波交流 30.7KHｚ

測定方式 ： ダブル周波数位相差振幅検出方式

測定項目 ： 角質層水分量 W
： イオンインデックス Ｐ
： 低周波アドミッタンス Ｌ
： 高周波アドミッタンス Ｈ

測定範囲 ： 0.0 ～99.9μS 0.0 ～800.0μm

測定精度 ： ±0.5%FS

ZERO校正 ： ｵ-ﾄｷｬﾘﾌﾞﾚ-ｼｮﾝ及びｾﾙﾌｷｬﾘﾌﾞﾚ-ｼｮﾝ

スイッチング ： ｵ-ﾄｽｲｯﾁﾝｸﾞ及びｾﾙﾌｽｲｯﾁﾝｸﾞ

外部出力 ： RS232C

外寸 ： 140(W)×100(D)×40(H) mm

重量 ： 本体 200g ﾌﾟﾛ-ﾌﾞ 50g

電源 ： DC９.0V (ACｱﾀﾞﾌﾟﾀ)



Chapter8 使用上の注意事項

1. 機器を設定する時は、次の事項に注意をすること
（1） 水のかからない場所に設置すること。
（2） 気圧、風通し、日光、ほこり、塩分、イオウ分などを含んだ空気などにより、

悪影響の生ずる恐れのない場所に設置すること。
（3） 傾斜、振動、衝撃（運搬時を含む）など、安定状態に注意すること。
（4） 化学薬品の保管場所や、ガスの発生する場所に設置しないこと。
（5） 電源の周波数と電圧及び許容電流値（または消費電力）に注意すること。

2. 機器を設定する時は、次の事項に注意をすること
（1） スイッチの接触状態、表示機器などの点検を行い、機器が正確に作動することを確認すること。
（2） すべてのコードの接続が正確でかつ安全であることを確認すること。
（3） 機器の併用は正確な判断を誤らせたり、危険を起こす恐れがあるので、十分注意すること。

3. 機器の使用中は、次の事項に注意すること。
（1） すべてのコードの接続が正確でかつ安全であることを確認すること。
（2） 機器の併用は正確な判断を誤らせたり、危険を起こす恐れがあるので、十分注意すること。
（3） 機器に液がかからないよう配慮すること。

4. 機器の使用後は、次の事項に注意すること。
（1） コード類の取り外しに際しては、コードを持って引き抜くなどの無理な力をかけないこと。
（2） 保管場所については、次の事項に注意すること。

a． 水のかからない場所に保管すること。
b． 気圧、温度、湿度、風通し、日光、ほこり、塩分、イオウ分などを含んだ空気などにより、

悪影響の生ずる恐れのない場所に保管すること。
ｃ． 傾斜、振動、衝撃（運搬時を含む）など、安定状態に注意すること。
ｄ． 化学薬品の保管場所や、ガスの発生する場所に設置しないこと。

（3） 付属品、コードなどは清潔にした後、整理してまとめておくこと。
（4） 機器は次の使用に支障ないように、必ず清掃しておくこと。

5. 故障したときは、勝手にいじらず、適切な表示を行い、修理は専門家に任せること。

6. 機器は改造しないこと。



本マニュアルに関しまして不明な点・ご質問等がございましたら
下記の連絡先まで御連絡ください。

開発・製造・販売

本社〒192-0045

東京都八王子市大和田町2-7-7

TEL042-648-5350／FAX042-648-5332


